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飼料自給率向上に向けた
平成１９年度行動計画の点検・検証
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広域流通体制の確立による国産稲わら
の利用促進

国産稲わらの自給100％の達成

○ 目標達成：19年度6,000ha（見込み）
→ 地域水田農業活性化推進緊急対策と連携

し、飼料用米の利活用を推進する必要

新たな耕畜連携水田活用対策を活用し
た稲発酵粗飼料の作付拡大

稲発酵粗飼料の作付拡大
20年度作付面積：7,500ha

（19年度作付面積：5,000ha）

シンポジウム、現地検討会の開催を通じ
た放牧の推進

地域の飼料増産への取組の核となる専
門指導者の育成

水田放牧の取組拡大
肉用牛放牧頭数5,000頭

飼料作物作付面積の減少に歯止めを
かけ、増加に転換
２万㌶の増加を目標（９０万㌶の復活）

○ 4,660頭（見込み）と目標には届かなかったが、
17年度実績3,270頭から大幅に増加

→ 今後も肉用牛増頭対策等と連携する必要

○ 89.7万ha（▲900ha）と減少に歯止め
→ 農地の徹底的活用等により、自給飼料の

生産・利用を強力に推進する必要

○ 鋤込みや焼却されている国産稲わらの飼料
利用を推進（19年度実績取りまとめ中）

→ 需要量に見合った国産稲わらの供給体制
の整備が急務

受託組織等による飼料生産の外部化の
推進

新しい作業体系や品種の導入によるトウ
モロコシの作付拡大

人材育成の拡大
放牧伝道師、稲発酵粗飼料ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、ｺ
ﾝﾄﾗｸﾀｰｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ各50名 計150人を育成

コントラクターによる
受託作業面積120千ha

○ コントラクターやTMRセンターの育成を推進
（19年度実績取りまとめ中）

→ 作付拡大や作業の細分化への対応が必要

○ 専門指導者養成の取組は着実に進展
（放牧27名、稲WCS36名、ｺﾝﾄﾗｸﾀｰ36名）

→ 今後も継続した育成が必要

ﾄｳﾓﾛｺｼの作付拡大（＋600ha）
目標面積：85,000ha

○ 目標達成：19年度86,100ha（+1,700ha）
→ 配合飼料価格の上昇を踏まえ、高栄養作物

の生産拡大が必要

19年度行動計画 19年度取組目標 取組の結果と課題

１ 飼料増産

１



消費者に対する不安の払拭、
循環型取組の理解を深めるため
の普及・広報

エコフィード推進のための技術面
での支援

消費者等に対する理解の
醸成

安定的利用体制の確保

技術の普及・定着の推進

新たな食品リサイクル制度の
活用・対応

○ シンポジウム等の開催(11か所1,488名)
→ 引き続き、理解醸成の取組とともに、エコフィード利用畜
産物の評価等が必要

○ 研修会等を開催(7か所290名)
○ 食品残さの飼料化業者の増加（H18年度：141施設→H19

年度：170施設）、うち 113施設の情報をHPで公開
○ 関係者の連携、地域情報の分析等を行う協議会をモデ

ル的に設置
→ 安定供給体制の確保と、畜産農家が安心して利用

できる仕組みづくりが必要

○ 専門家のHP等による紹介
○ 近赤外線を用いた簡易栄養分析の手法を確立し、普及・

開始
→ 専門技術者等の確保・育成による新技術の底上げが必要

新たな食品リサイクル制度
への対応

各地域のエコフィードの安定的な
利用体制を確立

○ 改正食品リサイクル法で、食品残さの飼料化を最優先
することを明確化（平成19年12月施行）

○ 新たな制度の説明会等を開催（25か所）
→ 食品関連業者に対しさらに飼料化についての理解醸成

を行う必要

２ エコフィード

19年度行動計画 19年度取組目標 取組の結果と課題
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項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○飼料増産運動

○WCS(稲発酵粗飼料)の作付拡大

○トウモロコシの作付拡大

○国産稲わら利用拡大

○放牧の推進
　　（水田放牧の推進）

○外部化の推進

○全国・地域シンポジウム等の開催

○技術者・専門家との連携強化

○エコフィード認証制度の検討

○新たな食品リサイクル制度への対応

　　飼料自給率向上に向けた平成１９年度行動実績

【4月】

19年産裏作ﾄｳﾓﾛｺｼ作付増進重点活動

【4月】

19年産WCS作付増進重点活動

【4月～】各主体ごとの飼料自給率向上戦略会議

１ 飼料自給率向上のための

推進体制の整備

２ 自給飼料増産のための

具体的行動計画の策定と検

【9月27-28日】

300人参加

放牧サミットの開催

【8月7-8日】

19年産稲わら仲介・斡旋重点活動

【11月】地区

20年産ＷＣＳ作付増進重点活動

【12月～】草地コンクールの開催

【5月14日】現地検討会

【7月6日】第２回幹事会

【4月～】ブロック会議の開催

【1月】飼料増産重点地区の検証

【10月16-18日】36人受講

ｺﾝﾄﾗｸﾀｰｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ研修の開催

【10月23-25日】27人参加

放牧伝道師

養成研修の開催

【4月】飼料増産重点地区の19年度計画とりまとめ

平成19年度行動計画の策定
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平成19年度行動計画の点検・検証

平成20年度行動計画の策定

平成19年度行動計画の点検・検証

平成19年度行動計画の点検・検証

平成20年度行動計画の策定平成19年度行動計画の策定

【7月】飼料増産重点地区の追加登録

【5月】コントラクター実態調査

【7～12月】19年産稲わら 収集活動強化

【4月】放牧可能地仲介・斡旋
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【10月】19年産稲わら （広域）需給調整

【３月12日】 第３回幹事会

【4月19日】全国飼料増産行動会議

水田放牧の取組拡大

（肉用牛の増頭）【実績：4,660頭（見込み）】

国産稲わらの飼料利用の拡大と

自給１００％の達成【実績：97.9％】

肉用牛増頭戦略会議

飼料作付面積の拡大

【実績：897千ha（900ha減）】

稲発酵粗飼料作付面積の拡大

【6,000ha（見込み）（1,000ha増）】

トウモロコシの作付拡大

【実績：86,100ha（1,700ha増）】

【3月24日】農林水産省飼料自給率向上戦略会議

【11月】地区

20年産ﾄｳﾓﾛｺｼ作付

増進重点活動

コントラクターの受託作業面積の拡大【実績：集計中】

【3月13日】全国コントラクター

連絡協議会の開催
【12月6-7日】88人受講

ｺﾝﾄﾗｸﾀｰ養成研修の開催

【3月24日】飼料自給率向上戦略会議

【4月16日】第１回幹事会

【10月16-18日】36人受講

WCSｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

研修の開催

【１１月２９・３０日】４３０人参加

全国シンポジウムの開催

【４月】全国食品残さ飼料化行動会議

平成19年度行動計画の策定 平成19年度行動計画の点検・検証

平成20年度行動計画の策定

【４月１９日】全国食品残さ飼料化行動会議

【５月～】エコフィード安全性確保 ガイドラインのＰＲ

【７月～】食品循環資源の排出実態調査

【６月～】エコフィード認証制度の検討

飼料分析・データの蓄積【４月～】エコフィード栄養特性評価手法の開発

【１１月～】新たな食品リサイクル制度の活用の実践【４月～】新たな食品リサイクル制度

【３月～準備委員会立ち上げ】認

証制度開始（H20年度秋開始）

【６月～】専門家ネットワークの整備

【８月～】畜産農家意向調査

【５月～】飼料利用工場実態調

食品リサイクル制度の見直し

（H18.12最終取りまとめに対する見直し）

【３月～】手法の確立・ＰＲ

【６月～】勉強会等の実施

食品残さネットワークづくり

（調査結果の取りまとめ・公表）【１２月～】

エコフィード専門家の連携体制整備

【１０月～】ＨＰによる専門家名簿及び

研修会（予定）等の公表

改正食品リサイクル法の施行（H19.12～）

【６月～】３２名受講人材育成研修等の会催


